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Synopsis；

Ａｓｕｍｍａｒｙｉｓｇｉｖｅｎｂｅｌｏｗｏｆｔｈｅｒｅｓｕｌtｓｏfarecentdetailedstudyonthemechanical

propertiesoflongspancable-stayedcompositetrussbridgeconsistingoforthotropicsteel

deckandframework

Bridgedeckisproportionedanddetailedprimarilyｆｏｒｔｈｅｓｔｒｅｓｓｓｔａｔｅｏ（ｃｏｎｔｉｎｕｕｍｓｏ

ｔｈｅｅｍｐｈａｓｉｓｈｅｒｅｉｓｏｎthestressdistributioninthesteeldecknearthenodalpointwhere

thestreamofstressisabruptlydisturbed

Somesimplifiedformulaeforpracticaldesignpurposearepresentedonthebasisofsome

numericalresultsobtainedbｙｍｅａｎｓｏｆＦＥＭ，ａｎｄａｐｐｌｉｅｄｔｏｔｂｅｄｅｓｉｇｎｏfabigbridgewith

spanlengthof480mbeingconstructedintheeasternpartofKobeCityJapan．

1。はじめに

鋼床版合成トラス斜張橋の鉛直面内荷重による応力評価法を図－１に示す。実務設計計算に

ケーブル

弦材平均軸力面内２次曲げ

斜材

鋼床版平均軸力

平面骨組解析（有効幅）

恥 格点導入軸力

面外２次'''1げ

分散応力

(八、ぴハTxz）

弦材

応力算定式（有限要素解析）

鋼床版

図１－１面内鉛直荷重に対する応力評価法の流れ
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おいて全体解析を平面骨組解析（トラスは剛節）によって行うと、その計算結果より直接求め

られる主構トラスの応力は主構格点付近の局部的な応力を除いた平均的な弦材応力、鋼床版応

力ならびに弦材の主構面内２次曲げ応力である。

主構格点から弦材および鋼床版に導入されるケーブルカおよび主構斜材力の橋軸方向水平成

分（以下、格点導入力と称する）による局所的応力の評価には、骨組解析によって求められた

隣接した弦材の軸力差として与えられる格点導入力に着目する。

鋼床版合成トラスの数パネルを対象とした部分構造の有限要素モデルを用いて、格点導入力

の弦材および鋼床版への分散特`性を明らかにし、その特性を踏まえて、分散応力および格点近

傍の弦材に生ずる２次的面外曲げ応力の評価法をまとめた。今回は鋼床版デッキプレートの面

内応力の評価法について述べる。

２．鋼床版応力分布

２－１概説

格点導入力によって生ずる主構および鋼床版デッキプレート内の応力分布特性を明らかにす

るために、ｌOパネルの鋼床版合成トラス桁モデルを対象とし、上弦材の２つの格点に対向した

橋軸方向水平集中荷重を作用させた状態について有限要素解析を行った。

ここでは格点導入力によって生ずる鋼床版内の応力分布特性について考察し、実務設計計算

においてこの分散応力を簡単に評価することを目的とした応力算定法（３節）の基礎となる鋼

床版面内最大応力と力学パラメータの関係を求める。

２－２解析モデル

対象とする構造モデルは東神戸大橋計画案の主構トラスである。主構の骨組構成を図２－１
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図２－１主構トラスの構成
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に、鋼床版の断面構成を図２－２に示す。
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:[j二円□ｗ床版…
鋼床版には４本の縦桁が配置され、それらの間に各５本のトラフリブが、縦桁と弦材の間に

は２本のトラフリブと平鍋リブがNd置されている。横断方向には各主構格点部には閉断、横桁

が、その間に４本の開断面横リブが配置されている。

このような鋼床版構造を可能なかぎり忠実にモデル化するためにオフセットビーム要素と四

辺形平面要素を用いた有限要素モデルを作成した。図２－３は鋼床版部の有限要素モデルを表

している。デッキプレートの中立IHiに設けた節点を独立節点とし、縦桁、縦リブ、横桁および

横リブの重心に設けた節点はデッキプレート節点の従属節点としている。また弦材とデッキプ

レートとは弦材上縁の隅角部に設けた従属節点で結合している。

Ｌ「ｉｂＴ・ribstringerdeckplate

DBフ

図２－３鋼床版の有限要素モデル

弦材、縦桁、縦リブ、横桁および横リブは全て棒要素を適用した。デッキプレートには長方

形平面膜要素を適用した。板曲げを考慮していない。横断方|(']の要素分割は縦リブおよび縦桁

－１６１－



［Ｐ＝５００ｔ

一一

￣￣

Ｐ＝５００↑

Ｐ＝５００ｔ

-＝

'、

⑤ ⑨⑦

○
○
つ
⑦

′：

１００１２１２５＝１２１２５０

図２－４解析モデルの寸法と荷重位置
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図２－５デッキプレートモデル図

位置とし、縦断方向には横リブ間で２分割、横桁と横リブ間で３分割した。（図２－５）

図２－４は対象とした１０パネル鋼床版合成トラス桁モデルの構成と荷重状態を表している。

構造の対称性を考慮してスパン方向および横断方向にそれぞれ２分割したｌ／４モデルを解析

範囲としている。

この荷重状態においては初等トラス理論によると荷重作用点間の上弦材のみに外力と同じ大

きさの圧縮力が生ずるのみで、他の部材力は生じない。実際には剛節トラスの効果により斜材

および下弦材にも僅かな部材力を生ずるが、それらは無視できるほどの大きさである。またこ

の荷重状態の主構面内２次'''１げモーメントも僅少である。

従って、対象とした荷重状態で外力として作用させた橋軸方向水平力は斜張橋主構トラスの

１つの格点に作用するケーブルカおよび斜材力の水平成分である格点導入力と等価なものであ

－１６２－

「
中心線 「

横桁位置

１２３４５

－７

－１３

－１９

－２５

－３１

－３７

－４３

△ｒ、

》
５
１
７
３
９
５

・
５
６
６
７
７
８



○
○
口
［

○
○
℃

」
200）1０００

(b）開断iii横桁(a）閉断、横桁

図２－６横桁断面図

ると考えることができる。

予備的な解析によると格点導入力の鋼床版への分散特'性に対して格点部に配１門された横桁の

lmll性が大きく影勢することが明らかになっている。そこでＭ２－６に示すように束神戸大橋計

画案に用いられているljill性の大きい釉形断､iの横桁および六Vl大橋に１１lいられるような開断iiIi

横桁（横リブと|可一断luIj）を用いた場合を解析して、鋼床版応力の分布特`性のJlU違を明確にす

ることにした。

２－３数値計算結采

（１）せん断応力

主構弦材格点に作用した格点導入軸力は主構のｌパネル分を経過した隣接の格点部において

弦材と鋼床版とにその有効断ihiに応じて分担される。

図２－７にデッキプレート内の面内せん断応力の分布状態を開断ihi横桁とiｿ]断面横桁につい

て示した。開断面横桁の場合、格点導入力の鋼床版分担分は弦材とデッキプレートの接合辺か

らせん断応力として、デッキプレートに伝達する。このせん断応力は逐次垂直応力に変わり、

橋面の中央線で０になる。せん断応力の分布は格点導入力の作用点で鋭角的に尖った極大値を

持つ。

これに対して剛性の大きい閉断面横桁の場合デッキプレートのせん断応力の分布には開断ｕＨ

横桁に見られるような格点導入力作用点付近の鋭角的な尖がりは見られない。これは格点導入

力の一部が横桁のせん断力として、鋼床版の内部まで伝達されるためで、デッキプレートの局

所的なせん断応力の集中が避けられている。なお横桁の上フランジにＩ:'１当するデッキプレート

部には応力が追加されることに注意を要する。横桁のせん断力の伝達範囲は、弦材側からみた、

鋼床版の第１トラフリブないしは第２トラフリブの間で、それより内側のデッキプレートのせ

ん断応力は、開断面横桁の場合と閉断面横桁の場合とでほぼli1レベルになっている。せん断応

力の橋軸方li1｣の分布は、格点導入力の作用断､iを中心として、対称になっている。

実務設計計算において鋼床版への格点導入力によるせん断応力の分散線を仮定する方法を採

用する場合せん断力の分散角度は左右対称と考えてもよいものと思われる。また、開断1,横桁

と閉断面横桁の場合の橋軸方ｌｆ１分布せん断力の、格点と第１横リブの問とでは大きな相違が現

れることあるがその外部では両者の相違は僅少である。
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(b）閉断ii1i横桁

図２－７－ａ鋼床版面内せん断応力分布図
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図２－７－ｂ鋼床版面内せん断応力分布図
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図２－８－ａ鋼床版橋軸方向垂直応力の分布
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図２－８－ｂ鋼床版橋軸方向垂直応力の分布
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（２）橋軸方lr1I垂直応力

図２－８に橋軸方I〔ﾘ垂直応力の分布を示す。せん断応力の分布とlil様、格点導入力作用点の

近傍を除いては、開断i1hi横桁と閉断面横桁を用いた場合の応力分布に大きな差は見られない。

格点導入力の作用点から支点側のパネルに伝達したせん断応力はデッキプレート内で圧縮応力

に変わって、再びスパン中央側に伝達していく。その結果格点導入力の作用断面のデッキプレ

ートの平均圧縮応力は、格点導入力の鋼床版分担分による平均圧縮応力のほぼ１／２程度にな

っている。

２－４横桁剛性を考慮した鋼床版最大応力算定式

前述の如く、格点導入力作用点近傍の応力分布には横桁の剛性が顕著に影響する。そこで実

務設計計算において、使用できるような実用的応力算定式の基礎とするために、せん断応力お

よび垂直応力と横桁lmll性の関係を詳細に調べた。

横桁の鉛直軸まわりの断面２次モーメントIhを弦材の鉛直軸まわり断面２次モーメントＬで

除して無次元パラメータとした。

図２－９では格点導入力作用点近傍のせん断応力とパラメータIh/Ｌの関係を表している。

この関係は横軸を対数にとると図２－９－ｂに示すようにほぼ直線で表すことができる。

(２－１）Ｔｍ狐x＝371.5.1,(Ih/Ｌ)-1606

(単位：ｔ／､！）

Ｔ（ｔ／㎡）

－４０００

11,：横桁liilllﾔｌｉ

Ｌ：ﾘﾑ材ljilll性（Ｌ２１６Ｅ－２）

－２０００

1,,/Ｌ

1．５１．００．５０

図２－９－ａ弦材と横桁の剛比と最大せん断応力の関係
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で（ｔ／㎡）

で、`,x＝３７１．５．１，(11,/Ｌ)-1606

相関係数ｒ＝0.991

０

－４０００

０

－２０００ ０

－７．０－５．００．０１，(1)､/L）

図２－９－ｂ弦材と横桁の剛比と最大せん断応力の関係

ひ×（ｔ／㎡）

－４０００

０

ひihnx＝１８７．４．１，(Ih/Ｌ)-2939

相関係数ｒ＝0.968

－２０００

０
０．０－５．０

Ｉｎｍｈ/Ｉ 【）

h/Ｌ)－８７

＝－０．９７

７

１

2000

図２－１０－ｂ弦材と横桁の剛比と最大垂直応力の関係
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び×（ｔ／m2）

－４０００

－２０００

I,,＝横桁liilI性

Ｌ－弦材liilll性 (Ｌ２１６Ｅ－２）

０
IＭＬ０．５ １．０ 1．５

2000

図２－１０－ａ弦材と横桁の剛比と最大垂直応力の関係

同様に格点導入力の作用点の橋軸方向垂直応力とパラメータIb/Ｌの関係を図２－１０－aに示

す。図中の２つの曲線は格点導入力作用点の作用荷重の圧縮側とり|張側の値である。垂直応ノノ

についても横軸を対数表示すると図２－１０－ｂに示すよう直線式で回帰できる。

圧縮応力

ぴmax＝187.4.1,(Ib/L)-2939（２－２）

（単位：ｔ／ml）

引張応力

ひmin＝-179.4.1,(Ih/Ｌ)－８７７（２－３）

（単位：ｔ／㎡）

３．鋼床版応力の簡易算定式

鋼床版合成トラスの有限要素モデルの主構弦材格点に橋軸方向集中荷重を作用させた場合の

解析結果より、集中力を作用させた格点から鋼床版への応力の分散過程を詳細に調べた。実務

設計において用いられる骨組解析によって求められる格点導入水平力を用いて、有限要素解析

によって得られた鋼床版内への応力分散特`性を精度良〈評価するための簡易計算法を以下に述

べる。ここで対象とする応力成分は主構作用による鋼床版面内の３成分ぴx、ひかてx脇とする。
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３－１鋼床版せん断応力簡易算定式

（１）鋼床版せん断応力分布のモデル化

せん断応力の簡易算定式を作成するにあたり、前述の有限要素解析によって得られた応力分

布特性に沿ってモデル化を行った。

①橋軸直角方向の応力分布は鋼床版中央でｏ、弦材との接合部で最小とする三角形分布

とする。

②橋軸方向の応力分布は有効幅（ガセット幅）を考慮した位置から45゜の線を境に、鋼

床版の両端からその線上までを一様な傾きを持つ直線分布、線に囲まれた領域では一定

の分布とした台形型の分布形状とする。

③格点付近は横桁の剛性が影響する応力急変部であり、この領域と外部の領域を分けて

取り扱う。

Ｆ横桁
２３４ ５
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８
４
０
６
２
８
４
０
６
２
８
４
０

６
１
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２
３
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９２ ９５

Ｌ格,点導入軸ﾉﾉ作用点

図３－１鋼床版せん断応力に関する計算領域区分

（２）横桁の剛`性効果

格点付近の応力急変部の応力特性について、有限要素解析により以下のことが明らかになっ

た。

①格点付近では横桁剛性により応力分布は明らかに異なるが、次第に一定な分布に収束

する。

②格点部における最大せん断応力は式（３￣’）で近似することができる。

ｒｍａｘ／『，＝＿0.0357.1,(Ib/ＩＣ)＋０．'５４ （３－１）

（相関係数ｒ＝0.991）

てβ＝△Ｎ/Ｈ・ｔｄ （３－２）

Ｔｍａｘ：最大せん断応力

△Ｎ：格点導入軸力

ｔｄ：鋼床版板厚

Ｂ：主構間隔

Ｈ：ガセットプレート全幅

Ｉｂ：横桁面外剛性

，ｃ：弦材面外剛性

③格点付近の応力は第１トラフリブ（一番外側）にて収束し横桁の面外剛比が（Ih/IC）
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≧0.0526であるような閉断面横桁の場合式（３－３）～（３－５）で横桁線上の鋼床版

せん断応力を近似できる。

ｒ／「８＝Ｃｌ(z/Ｂ)＋Ｃ２ （３－３）

Ｃｌ＝-0.1752.1,(Ib/Ｌ)＋0.2175 （３－４）

（相関係数ｒ＝-0.997）

Ｃ２＝0.1433.1,(Ib/L)-0.05719 （３－５）

（相関係数ｒ＝0.997）

④橋軸方向の影響範囲は第１横リブまでとすることができる。

(3)せん断応力算定式

(2)以外の範囲においては、鋼床版のせん断応力は式（３－６）で近似することができる。

「／『β＝-0.1571.(x/a-1.146)(z/B）（３－６）

ａ：格間長

(4)せん断応力の計算過程

以上により鋼床版のせん断応力は以下の手順を用いて算定する。

ｌ）横桁剛性の影響範囲外についての応力を式（３－６）にて算定する。

ここでいう影響範囲は以下のことを意味する。

橋軸方向格点～第１横リブ

橋軸直角方向格点～第１トラフリブ

ただし仮定②を用いる。

２）横桁の影響範囲内については、まず横桁線上のせん断応力を式（３－１）～（３－５）

で求め、その他の部分については(1)で求めた応力と直線補間して算定する。

３－２鋼床版橋軸方向垂直応力の簡易算定式

(1)垂直応力分布のモデル化

垂直応力のモデル化に当たって以下の仮定を用いるものとする。

①微小要素の釣合式（３－７）より垂直応力の橋軸方向の分布は

ａｒ／ａｚ＝－ａぴx/ａｘ （３－７）

（３－８）式で表現されるような放物線分布となる。

ぴx/ぴβ＝Ｃｌ(x/a)2＋Ｃ２(x/a)＋Ｃ３ （３－８）

一横桁

材弦
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０
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３
４
０
６

６
１
１
２
３
３
４
４
５
６
６
７
７
８
９
９

２３４５

９１ ９２９３９４ ９５

Ｌ－格,点導入軸力作用点

鋼床版橋軸方向垂直応力に関する計算領域区分図３－２
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②せん断応力分布の仮定②における分布角を仮定した線で囲まれる領域では一定勾配を

もつ直線分布とする。

③格点部付近に横桁の剛性が関与する応力急変部がある。

(2)横桁の剛性効果

有限要素解析より格点付近の応力急変部について以下のことが明らかになった。

①格点部付近では横桁の剛性の相違によって応力分布は明らかに異なるが次第に収束し

一定値をとる。

②格点部における最大垂直応力は式（３－９）で近似することができる。

びxmmx/ぴβ＝-0.0915.1,(Ib/ＩＣ)＋1.435 （３－９）

（相関係数ｒ＝0.968）

ぴβ＝△Ｎ/Ａ・ （３－１０）

◎xmax：格点部に生じる鋼床版最大垂直応力(t/㎡）

△Ｎ：格点導入軸力(t）

Ａ・：有効断面積(㎡）

Ｉｈ：横桁面外剛性(ｍ４）

Ｌ：弦材面外岡|l性(ｍ４）

③格点部付近の応力分布においてその分布形状は第２トラフリブで収束し横桁面外剛比

が（Ib/Ｌ）≧0.15であるような閉断面横桁の場合式（３－１１）～（３－１４）で横桁上

の鋼床版垂直応力を近似できる。

また第２トラフリブからの鋼床版垂直応力は一定となる。

瓜/ぴげ＝Ｃ１(z/Ｂ)2＋Ｃ２(z/Ｂ)＋Ｃ３ （３－１１）び

Ｃｌ＝-7.993.1,(Ib/Ｌ)＋9.000 （３－１２）

（相関係数ｒ＝-0.992）

Ｃ２＝13.17.1,(Ib/Ｌ)-12.28（３－１３）

（相関係数ｒ＝0.991）

Ｃ３＝-5.328.1,(Ib/ＩＣ)＋4.656（３－１４）

（相関係数ｒ＝-0.990）

２Ｂ：鋼床版全幅

④③の領域では垂直応力は乱れるので橋軸方向の応力分布を別途に求めると橋軸方向に

おいては第１横リブ～第４横リブ橋軸直角方向においては弦材接合線より第２トラフリ

ブによって囲まれる領域の鋼床版垂直応力分布は以下の式（３－１５）～（３－１８）で近

似することができる。

ハ/ひ，＝Ｃ１(x/a)2＋Ｃ２(x/a)＋Ｃ３ （３－１５）

Ｃ]＝21.62(z/Ｂ)2-31.15(z/Ｂ)＋10.60 （３－１６）

Ｃ２＝-28.37(z/Ｂ)2＋40.18(z/Ｂ)－１３．２３（３－１７）

Ｃ３＝8.285(z/Ｂ)2-10.65(z/Ｂ)＋3.967 （３－１８）

ａ：格間長

(3)鋼床版の垂直応力算定式

せん断応力分布の仮定①の分布角線で囲まれる領域外の鋼床版の応力は(1)の仮定①を用いて
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ひx/卯＝0.1571Ｃ］｜－(x/a)2＋2.292(x/a)＋Ｃ2１（３－１９）

Ｃｌ＝a．Ａ･／２ＢｔｄＨ （３－２０）

Ｃ２＝0.4025(z/B)＋0.05480 （３－２１）

（相関係数ｒ＝0.967）

（４）垂直応力の計算過程

以上により橋軸方向鋼床版垂直応力は以下の手順を用いて算定する。

ｌ）領域を次のように分割する。

第１領域橋軸方向は第１～第４リブ、橋軸直角方向は弦材接合線一第２トラフリブで

囲まれた部分

第２領域横桁線上の弦材接合線～第２トラフまでの部分

第３領域せん断応力分布の仮定①による分布角線で囲まれる領域から第１・第２領域

を除く部分

第４領域鋼床版から第１～第３領域を除く部分

２）以下の領域の垂直応力を求める

第１領域：式（３－１５）～（３－１８）

第２領域：式（３－９）～（３－１０）

第４領域：式（３－１９）～（３－２１）

３）第３領域においては直線補間する。

３－３橋軸直角方向鋼床版垂直応力の算定式

（１）垂直応力分布のモデル化

垂直応力分布のモデル化を以下の仮定に従い行った。

①橋軸直角方向の応力分布は微小要素の釣合式（３－２２）より（３－２３）で表現される

ような放物線分布となり、格点付近を除く弦材接合線上で０，鋼床版中央で最小となり、

せん断応力分布の仮定①の分布線で囲まれる領域では橋軸直角方向に一様分布とする。

ａで／ａｘ＝－３びx/ａｚ （３－２２）

Ｌ/び”＝Ｃｌ(z/Ｂ)2＋Ｃ２(z/Ｂ)＋Ｃ３ （３－２３）

②横桁の|MII性効果の影響する範囲は橋軸直角方向については格点～第２トラフリブ、橋

軸方向については格点～第１横リブまでとする。

５－横桁２ ３ ４ ５ ６

旧
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卯

bm-iZi1;｝９１ ９２ ９３９４ ９５

Ｌ格点導入軸ﾌﾞﾉ作用点

鋼床版橋軸直角方向垂直応力に関する計算領域区分図３－３
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③橋軸方向の応力分布は②を除く部分で弦材接合線上では０、その他の部分で放物線と

する。

(2)横桁の剛性効果

横桁の剛性による格点部の応力急変部を解析したところ以下のことが明らかになった。

①格点部付近では横桁の剛性の相違によって応力分布は明らかに異なるが次第に一定値

となる。

②橋軸方向の急変応力の分布は格点部に生じる応力値と第１横リブの応力値（０とみな

す）を直線で結んだ三角形状に近似できる。

③格点部に生じる最大垂直応力は式（３－２４）で近似できる。

ぴzmax/ぴ,＝-0.032051,(Ib/IC)＋0.3723（３－２４）

（相関係数ｒ＝-0.956）

ここにひ８＝△Ｎ/Ａ・

ぴzmax：格点部に生じる鋼床版最大垂直応力

△Ｎ：格点導入軸力

Ｉｂ：横桁面外剛`性

Ｌ：弦材面外剛`性

Ａ・：有効断面積

④格点付近の応力は第２トラフリブで収束し、そこから一定値をとると仮定することが

でき、横桁の面外剛比が（Ib/IC）≧0.15であるような閉断面の場合式（３－２６）～（３

－２９)で横桁線上格点一第２トラフリブの応力を近似できる。

◎z/卯＝Ｃｌ(z/Ｂ)2＋Ｃ２(z/B)＋Ｃ３ （３－２６）

Ｃｌ＝-2.6531,(Ib/IC)＋2.891 （３－２７）

（相関係数ｒ＝-0.998）

Ｃ２＝4.3601,(Ib/Ｌ)-3.873 （３－２８）

（相関係数ｒ＝0.998）

Ｃ３＝-1.7581,(Ib/Ｌ)＋1336（３－２９）

（相関係数ｒ＝-0.997）

２Ｂ：鋼床版全幅

また第２トラフリブー鋼床版中央の応力は一定値とすることができる。

(3)鋼床版の垂直応力算定式

第１横リブ～第４横リブによって囲まれる領域からせん断応力分布の仮定①による分布線に

囲まれる領域と(2)の領域を除く部分に生じる垂直応力は式（３－３０）～（３－３３）で近似する

ことができる。

ぴz/びβ＝Ｃｌ(z/Ｂ)z＋Ｃ２(z/Ｂ)＋Ｃ３ （３－３０）

Ｃｌ＝1.836(x/a)2-1.035(x/a)-0.6339 （３－３１）

Ｃ２＝-2.546(x/a)2＋1.903(x/a)＋0.2142 （３－３２）

Ｃ３＝1.248(x/a)2-1.436(x/a)＋0.5517 （３－３３）

（４）橋軸直角方向垂直応力の計算過程

ｌ）横桁線上及び弦材接合線上の応力を式（３－２４）～（３－２９）及び(2)④を用いて計算
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する。

2）第１横リブ～第４横リブによって囲まれる領域からせん断応力分布の仮定①による分布

線に囲まれる領域と（２）の領域を除く部分の応力を式（３－３０）～（３－３３）で近似する。

3）(2)によって近似した分布線上の応力はせん断応力分布の仮定①による分布線に囲まれる

領域において橋軸直角方向に一定値をとる。

４）その他の部分については直線補間する。

４．むすび

近年湾岸地域の軟弱地盤上に吊橋に代って長大斜張橋が建設きれるようになったが、耐風安

定'性の観点から鋼床版トラス主構を有する新しい形式の斜張橋が注目を浴びつつある。

本研究においては、この種の橋梁の強度設計において重要な課題である格点付近での直交異

方性鋼床版の面内応力の攪乱状態を明らかにすると共に、鋼床版の寸法決定ならびに構造詳細

設計において問題視きれる垂直応力およびせん断力を算定するための実用計算公式を提供する

ことができた。その成果は世界における最大級の斜張橋である東神戸大橋の強度設計に役立っ

ている。

謝辞

本研究の遂行にあたり大阪産業大学産業研究所から特別研究費の補助を受けることができた。

学校法人大阪産業大学当局ならびに産業研究所関係各位に対して深甚の謝意を表する次第であ

る。

－１７６－



横リブ

－－－－～－－へ
横桁

(‘ Ｃｌ列

４列

７列

Ｅ＝
１０列

12列

14列

16列
弦材

、-コ

付表３－１有限要素解と簡易式によるせん断応力の比較

unit：ｌ／㎡

付表３－２有限要素解と簡易式による橋軸方向垂直応力の比較

unit：ｔ／㎡
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列 有限要素解 簡易式解
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４
７
ｍ
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Ｍ
略

４
２
４
９
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０
０
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９
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２
９
８
３
２
９

｜
丑
刈
刊
ｕ
Ｍ
ｕ

９
９
９

３
１
９
８
９
４
１
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●
●
●
●
●
●

０
２
０
７
４
２
９
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６

０
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６
４
０
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０

●
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０
６
６
１
０
８
３

８
７
７
６
０
６

１
４
８
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６

９
９
０

１
１
１

０
７
６
４
６
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２

●
●
●
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６
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７
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２
８
１
０

１
４
８
９
１
２
９
９

’
｜
’
’
１
１

０
７
７
７
８
１
６

●
●
●
●
●
●
●

０
６
０
６
２
４
６

８
１
１
４
３
０

１
４
６
７
８
９

列 有限要素解 簡易式解
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